



日時：2018 年 6月 7日（木）午前９時











































韓日関係：過去と現在 （ 3 ）



























































なりました。2017 年のことです。韓国は日本にとって第 3位輸出国、第 4位
韓日首脳会談 韓日中サミット








































































































































































韓日関係：過去と現在 （ 11 ）
は反日感情が強い人がまだまだいるようです。それを完全に解決するた
めにどうすればよいのか、僕らは何ができるのかについて教えていただ
ければうれしいです。
李大使：それも少し難しい質問です。日本でヘイトスピーチを行ったり、韓
国で反日感情を示したりする人は実際に非常に限られた人であると思い
ます。こうした方々は韓国社会でも日本社会でも一つの極端に寄ってい
る人々だと思います。おそらく生きていく中で嫌な思いをさせられたり、
変な本を読んだり、変な教育をされたり、そして変な人に会ったりした
ことがきっかけとなって、そうした感情を抱くのでしょう。そこには憎
しみ、憤り、排他的な感情があります。そのような感情は人間が持ち得
る特徴の中で最も悪い部分です。こうした感情を持った人々がヘイトス
ピーチをしたり、それに同調したり、反日感情を抱いたり、それに同調
したりすることは政治と非常に深い関わりがあります。政治的な環境が
こうした行為を誘発する場合があるのです。政治家がこれを直接やらせ
るのではなくても、こうした行為が行われることを内心喜んでいる場合
があります。政治的な環境にかかわりなく、個人としてこうした行為が
拡大しないように呼びかけ、断固とした行動を取る人もいます。そのよ
うな開かれた自由で民主的な環境の中でこそ、ヘイトスピーチや反日感
情は育たなくなると考えます。ですから、政治と個人の問題が組み合わ
さった現象と考えたいと思います。
男子学生G：両国間の葛藤の一つである領土問題について大使はどのように
お考えかお聞かせいただけたらと思います。
李大使：私は大使ですから韓国政府の立場を言うべき立場ではありますが、
本日は学生の皆さんの前ですので、ここでは控えさせていただきます。
ただ、一般論として、世界のあちこちでも領土問題を抱えている多国間
関係はたくさんあります。領土問題は解決を図ることが至難の業です。
解決を目指す努力ももちろんすべきですが、たとえすぐに解決できなく
ても両国関係をうまくマネージしていくことも重要だと考えます。領土
（ 12 ）
問題はもともと戦争と関係する問題です。皆さんが領土問題について少
し勉強していくと、こうした領土問題は 19世紀末から 20世紀初頭に起
きた戦争と全部関連していることがわかると思います。これからも人類
が生存していくうえで、領土問題がなくなることはおそらくないでしょ
う。しかし、私達がそうした問題を解決するために平和を築く努力を続
けることが大変重要だと思います。
注
1　　李洙勲（イ・スフン、이수훈）、駐日大韓民国特命全権大使。
2　 慶南大学、慶煕大学、済州大学、昌原大学、弘益大学、群山大学、高麗大学世宗校、
釜慶大学、仁濟大学、成均館大学 、全北大学、韓国交通大学。
